











































原室内空間を図 1-1 に、インテリア・シェルターを図 1-2 に示す。












































うに周囲の床は仕上げ厚 30 ミリ、壁は断熱、コンセント、スイッチの BOX が入るよう
に 50 ミリ、天井は照明器具、エアコンが入るように大梁から 200 ミリ、各面において前
述のように構造体から平行に仕上げ、設備的なインテリア・シェルターを離隔し設置した。
次に図 1-5 に示すように、空間の中央に 4 名の打ち合わせできるようテーブルと椅子を配
した。左壁の周囲に事務机、収納家具、ミニキッチン、天井の中央にシーリングライトを









































　図 1-11  事務所の平面図（インテリアからエクステリア、建築、環境へ）
図 1-12  事務所の南側から見たアプローチ、左の仕切り壁、正面の仕切り壁
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　　　　　　　図 2.3-1 　繋がり性の形成 写真 2.3-1　串揚げ料理「葵」伏見店 1991 年　設計：加藤和雄
　写真 2.3-1 の串揚げ料理「葵」では手前と奥の仕切り壁とファサード面の壁の 3 面と上
部の 2 面の天井によってテーブル席に強い断面的な「包まれ性」が形成されている。同時
に手前と奥の仕切り壁は上部の 2 面の天井より低く、ファサード面から 150 ミリ離され、







































間の「アプローチの空間」は L 型の回廊の通路であり、「奥の空間」は１F の屋外の多目































図 3 － 1 に示すように、人が存在する物理的な中央の空間を「中央」と呼び、その周りに
存在する物理的な周囲の空間を「周囲」呼ぶ。



















図 5-2「 中央／周囲」と「主張／消去」総合的関係性 写真 5-1　和風料理かどで家 2000 年　設計：加藤和雄
　図５-1 において、左図からAは中央が消去、周囲が主張、Bは中央が「主張」、周囲が「消去」












































要因と多重性」人間－生活環境系学会 雑誌　人間と生活環境・掲載 Vol.19  17/ 24,2012.5( 審査付論文 )
２．「倉俣史朗のインテリアデザインにおけるインテリア・シェルターの離隔性からみた空間の浮遊性と
消去性の創出」人間－生活環境系学会 雑誌　人間と生活環境・掲載 Vol.19　75/ 90, 2012.10( 審査付論文 )
3. 「インテリアデザインにおけるインテリア感とそのデザイン構成要因に関する研究」第 36 回人間－生
活環境系シンポジウム ( 名古屋 )2012.12( 発表論文 )
　　　　　
